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第５章 介護保険サービスの見込み 

５－１ 介護保険事業の充実 

１ 居宅サービスの見込み量 

(1) 訪問介護 

介護給付については、計画期間内は前年比11～12％の利用増を見込みました。予防給付に

ついては、総合事業に移行するため、平成29年度以降は見込んでいません。 

図表５－１ 訪問介護のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／月） 24 26 0 0 0 

介護給付（回／年） 25,768 28,852 32,106 36,073 39,217 

増加率（％） 
予防 － 8.3 － － － 

介護 － 12.0 11.3 12.4 8.7 

 

(2) 訪問入浴介護 

訪問入浴介護は、平成28年度には1,000回を上回り、計画最終年度の平成29年度は約1,400

回を見込みました。10年後の平成37年度は3,200回程度になると見込みました。 

図表５－２ 訪問入浴介護のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（回／年） 144 288 480 864 1,716 

介護給付（回／年） 659 761 935 1,433 1,544 

合  計（回／年） 803 1,049 1,415 2,297 3,260 

増加率 （％） － 30.6 34.9 62.3 41.9 

 

(3) 訪問看護 

訪問看護の利用は、平成29年度は約2,900回を見込みました。平成37年度には3,700回程度

になると見込みました。 

図表５－３ 訪問看護のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（回／年） 180 192 204 240 234 

介護給付（回／年） 1,901 2,384 2,707 3,306 3,504 

合  計（回／年） 2,081 2,576 2,911 3,546 3,738 

増加率 （％） － 23.8 13.0 21.8 5.4 
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(4) 訪問リハビリテーション 

訪問リハビリテーションの利用は、平成29年度は約230回を見込みました。平成27年度は

870回程度になると見込みました。 

図表５－４ 訪問リハビリテーションのサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（回／年） 72 120 180 336 702 

介護給付（回／年） 17 23 46 102 163 

合  計（回／年） 89 143 226 438 865 

増加率 （％） － 60.7 58.0 93.8 97.5 

 

(5) 居宅療養管理指導 

居宅療養管理指導の利用は大幅な増減はないと予測し、計画期間内は月あたり50～62人の

利用を見込みました。 

図表５－５ 居宅療養管理指導のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／月） 5 6 7 8 9 

介護給付（人／月） 45 49 55 61 63 

合  計（人／月） 50 55 62 69 72 

増加率 （％） － 10.0 12.7 11.3 4.3 

 

(6) 通所介護 

通所介護の介護給付の計画期間内の利用は、毎年15％前後増加し、平成29年度は約40,000

回になると見込みました。また、平成37年度には46,000回程度を見込みました。なお、予防

給付は総合事業に移行するため、平成29年度以降は見込んでいません。 

図表５－６ 通所介護のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／月） 90 104 0 0 0 

介護給付（回／年） 30,157 34,400 39,774 45,850 46,120 

増加率（％） 
予防 － 15.6 － － － 

介護 － 14.1 15.6 15.3 0.6 
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(7) 通所リハビリテーション 

通所リハビリテーションの利用は、ゆるやかに増加が続くと予測し、平成29年度の介護給

付は約4,600回を見込みました。予防給付は毎年１～２人の増加を見込んでいます。 

図表５－７ 通所リハビリテーションのサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／月） 26 28 29 31 32 

介護給付（回／年） 4,291 4,453 4,649 5,161 5,285 

増加率（％） 
予防 － 7.7 3.6 6.9 3.2 

介護 － 3.8 4.4 11.0 2.4 

 

(8) 短期入所生活介護 

短期入所生活介護の計画期間内の利用は11,000日前後を見込んでいます、10年後の平成37

年度は約13,500日を見込みました。 

図表５－８ 短期入所生活介護のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（日／年） 388 458 552 792 1,201 

介護給付（日／年） 9,976 10,346 10,792 11,878 12,263 

合  計（日／年） 10,364 10,804 11,344 12,670 13,464 

増加率 （％） － 4.2 5.0 11.7 6.3 

 

(9) 短期入所療養介護 

短期入所療養介護の計画期間内の利用は、600～700日程度の利用を見込みました。平成37

年度は約800日を見込みました。 

図表５－９ 短期入所療養介護のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（日／年） 12 12 12 12 12 

介護給付（日／年） 618 677 725 745 781 

合  計（日／年） 630 689 737 757 793 

増加率 （％） － 9.4 7.0 2.7 4.8 
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(10) 福祉用具貸与 

福祉用具貸与は、要介護者数の増加に伴い増加していくと予測されます。平成29年度には

約2,800人、平成37年度は約3,200人を見込みました。 

図表５－10 福祉用具貸与のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／年） 600 756 912 1,056 1,140 

介護給付（人／年） 1,716 1,776 1,908 2,004 2,064 

合  計（人／年） 2,316 2,532 2,820 3,060 3,204 

増加率 （％） － 9.3 11.4 8.5 4.7 

 

(11) 特定福祉用具購入費 

福祉用具購入費の利用は大幅な増減はないと予測し、計画期間内は190～240人を見込みま

した。平成37年度は約280人を見込みました。 

図表５－11 特定福祉用具購入費のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／年） 60 72 84 96 96 

介護給付（人／年） 132 144 156 156 180 

合  計（人／年） 192 216 240 252 276 

増加率 （％） － 12.5 11.1 5.0 9.5 

 

(12) 住宅改修費 

住宅改修費の計画期間内の利用は120～160人を見込みました。また、平成37年度は約200

人の利用を見込みました。 

図表５－12 住宅改修費のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／年） 36 36 48 60 60 

介護給付（人／年） 84 96 108 132 144 

合  計（人／年） 120 132 156 192 204 

増加率 （％） － 10.0 18.2 23.1 6.3 

 

 

 

 

 



73 

(13) 特定施設入居者生活介護 

特定施設入居者生活介護は、大幅な増減はないと予測し、計画期間内は月あたり11～13

人の利用を見込みました。 

図表５－13 特定施設入居者生活介護のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／月） 6 7 8 9 10 

介護給付（人／月） 5 5 5 5 5 

合  計（人／月） 11 12 13 14 15 

増加率 （％） － 9.1 8.3 7.7 7.1 

 

 

２ 居宅介護支援・介護予防支援 

介護給付（居宅介護支援）については、要介護認定者の増加に伴う利用増を見込みました。 

図表５－14 居宅介護支援・介護予防支援のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／月） 147 158 170 201 219 

介護給付（人／月） 309 327 348 366 387 

合  計（人／月） 456 485 518 567 606 

増加率 （％） － 6.4 6.8 9.5 6.9 

 

 

３ 地域密着型サービス 

(1) 小規模多機能型居宅介護 

小規模多機能型居宅介護は、平成26年度に町内に「小規模多機能型居宅介護 夢眠」が整

備され利用が始まりました。計画期間内は１～３人の増加を予測しています。 

図表５－15 小規模多機能型居宅介護 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／月） 4 5 6 6 6 

介護給付（人／月） 13 15 15 16 16 

合  計（人／月） 17 20 21 22 22 

増加率 （％） － 17.6 5.0 4.8 0.0 
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(2) 認知症対応型共同生活介護 

認知症対応型共同生活介護は、大幅な増減はないと予測し、計画期間内は毎年１人の増加

を見込みました。 

図表５－16 認知症対応型共同生活介護のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

予防給付（人／月） 0 0 0 0 0 

介護給付（人／月） 18 19 20 20 20 

合  計（人／月） 18 19 20 20 20 

増加率 （％） － 5.6 5.3 0.0 0.0 

 

(3) 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護は、平成26年度に町内に「地域密着型特別養

護老人ホーム 夢眠」が整備され利用が始まりました。毎年２～３人の利用増を見込んでい

ます。 

図表５－17 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

介護給付（人／月） 18 20 23 25 27 

増加率 （％） － 11.1 15.0 8.7 8.0 

 

(4) その他の地域密着型サービス 

地域密着型サービスは、上記のほかに、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型

訪問介護、認知症対応型通所介護、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、複合型サ

ービスが制度化されていますが、第６期計画期間におけるサービス量は見込まないこととし

ます。 
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４ 施設サービス 

介護保険施設については、重度の要介護者に重点を置き、施設に入所した場合は施設での生

活を居宅での生活に近いものとして生活の質を高めていきます。 

 

(1) 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

介護老人福祉施設の利用は、若干の利用増を見込み、平成29年度には月あたり78人、平成

37年度には85人を見込みました。 

図表５－18 介護老人福祉施設のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

給  付（人／月） 75 77 78 83 85 

増加率 （％） － 2.7 1.3 6.4 2.4 

 

(2) 介護老人保健施設 

介護老人保健施設の利用は、若干の利用増を見込み、平成29年度は月あたり56人、平成37

年度には59人を見込みました。 

図表５－19 介護老人保健施設のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

給  付（人／月） 53 55 56 59 59 

増加率 （％） － 3.8 1.8 5.4 0.0 

 

(3) 介護療養型医療施設 

介護療養型医療施設については、現状の利用者数をそのまま見込みました。 

図表５－20 介護療養型医療施設のサービス量 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成32年度 平成37年度 

給  付（人／月） 1 1 1 0 0 

増加率 （％） － 0.0 0.0 － － 

 

 

 

 


